
まちのトピ クスッ

まつ お

　大宰府万葉会主催（代表 松尾セイ子さん）の「令和の都だざいふ～令和の記念展～」が５月１日㈪～15日㈪、太

宰府館２階ギャラリーで開催されました。

　５月１日が元号「令和」への改元日であることを記念し、長年にわたり本市で万葉文化の普及活動を行う同会

が、改元の年の2019年から毎年開催しています。

　今回は元号令和と本市のゆかりに関する資料や、大宰府万葉会の活動のあゆみ、市内小中学生の万葉に関す

る作品など、さまざまな展示が行われました。

　令和の記念展開催令和の都だざいふ

期間中展示された太宰府小学校などの作品や万葉衣装本イベントを主催する大宰府万葉会の皆さん

　太宰府東小６年の坂口颯飛さんが第37回全日本硬式空手道選手権大会優勝と世界大会出場権獲得を報告す

るため、５月22日㈪に表敬訪問しました。

　坂口さんは「これまで準優勝しかできなくて悔しかった。優勝した瞬間はうれしくて涙をこらえていました。日

本代表として格好良い試合をして世界一になりたいです」と元気に報告してくれました。楠田市長は「令和の都だ

ざいふから世界に羽ばたく人材になってくれた

ことを大変うれしく思います。世界を肌で感じる

機会はめったにないこと、世界大会もぜひ頑

張ってください」とお祝いと激励の言葉をかけま

した。世界大会での活躍をお祈りしています。

　空手道選手権世界大会出場を報告世界に羽ばたく人材育成
さかぐちそう ひ

報告に訪れた坂口さんと関係者の皆さん

　　５月13日㈯に執り行われた太宰府天満宮「御本殿」大改修仮殿遷座祭に、市を代表して楠田市長が参列しま

した。

　重要文化財太宰府天満宮御本殿の大改修は124年ぶりで、令和の都だ

ざいふにとっても大切な事業と捉え、市としてもサポートしていきます。

　大改修にあたり、大阪・関西万博の会場デザインプロデューサーを務め

る藤本壮介氏が設計した仮殿が御本殿前に建設されています。

　この機会にぜひ訪れ、令和の都だざいふをお楽しみください。

　太宰府天満宮仮殿遷座祭が開催されました令和の都だざいふ

遷座祭へ参列する様子

ふじもと そうすけ

令和発祥の都太宰府「梅」プロジェクト

梅の実収穫祭を開催しました

　本年度も「梅」プロジェクトの始まりとなる梅の実収穫祭を５月17日㈬、大宰府政庁跡で福岡農業高等学

校や連携企業の皆さんと行いました。

　同校の梅研究班は、平成21年から授業の一環として市内で収穫した梅を使用し、製品開発を行っていま

す。産学官の連携によるこの取り組みで、サイダーやポテトチップス、チョコレート、せんべい、漬けダレなど

多くの製品が生まれました。

　今後も定番製品に加え、令和の都だ

ざいふの新たな地場みやげとなる製品

開発が期待されます。本市が掲げる市

内の至る所で梅を愛で、収穫し、グルメ

やスイーツが楽しめる「真の梅のまち」

の実現に向けて取り組んでいきます。 梅の実を収穫する福岡農業高校の皆さん梅の実収穫祭の参加者

蜂蜜を活用した特産品開発の実証実験をスタートしました

　ニホンミツバチの都市養蜂に取り組むNPO法人博多ミツバチプロジェクトと連携し、史跡地で梅の花など

百花から集めた蜂蜜を活用して新たな特産品を開発する社会実証実験

をスタートしました。５月30日㈫、特別史跡大宰府跡蔵司地区で発表会

を行いました。

　史跡地の管理には多額の費用が掛かる中、史跡地の新たな可能性を

見出すことで経済税収効果の向上を図り、保全につなげる好循環を目指

します。

　ミツバチたちがうまく巣を作り蜂蜜を生成するか、温かく見守ってくだ

さい。
史跡地に設置した巣箱と関係者

　コーシェリジャパン主催のパネルディスカッションに楠田市長が登壇

　コーシェリジャパンによる本市の新たな特産品となるフレグランス製品「９ＫＯＳ（ナインコース）シリー

ズ」の商品発表会が５月29日㈪に行われ、パネルディスカッションに楠田

市長が登壇しました。

　同製品は、太宰府市産梅を用いて作られた梅酒の製造後に残る「廃棄

梅」から製作した環境にも優しいサスティナブルな商品です。

　商品を製造した株式会社コーシェリジャパン織井敬太郎氏、廃棄梅を

提供した大賀酒造株式会社大賀喜一郎氏、原料の梅を提供した本市の

楠田市長の３者で「香りによるアフターコロナの地域活性化」をテーマに

意見交換を行いました。
意見交換する登壇者３人

おり い けい た ろう

おお が　き いちろう
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